
午後１時００分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

次に、錦織議員。

〔錦織議員質問席へ〕

○錦 織議 員 日 本共 産 党米子 市議 団の 錦織陽 子で す。ど うぞ よろ

しくお願いいたします。

まず、基地問題について質問をいたします。

２ ０２ ２年１ ２月 、 安保３ 文書 、国 家安全 保障 戦略、 国家 防衛

戦略 、防 衛力整 備計 画 に基づ き、 ２０ ２３年 度か ら２０ ２７ 年度

まで の５ 年間で 総額 ４ ３兆円 、Ｇ ＤＰ ２％、 防衛 費倍増 とい う膨

大で 異常 な防衛 予算 の 投入を 閣議 決定 いたし まし た。特 徴は 、専

守防 衛で はなく 、敵 基 地攻撃 のた めの 長距離 ミサ イルの 開発 、保

有で す。 敵基地 とい っ ても、 基地 だけ をたた くの ではな く、 他国

の領土や国民を攻撃するためのミサイルです。

２ ０２ ５年度 防衛 予 算は８ 兆 7,０ ０ ０ 億 円 で 、 美 保 基 地 に Ｋ Ｃ

－ ４ ６Ａ 、新型 空中 給 油輸送 機を 追加 で４機 、令 和１１ 年度 、２

０２ ９年 度に配 備す る 予算も 計上 され ました 。美 保基地 に現 在４

機配 備し ている ＫＣ － ４６Ａ は、 昨年 ８月に 訓練 中の１ 機が 給油

中に パネ ルの誤 表示 か ら給油 管ブ ーム を損傷 させ るとい う事 故が

あり 、昨 年１２ 月に 給 油訓練 が再 開さ れたば かり です。 住民 の不

安は 拭え ないば かり か 、せめ て保 育園 や民間 上空 を飛ん でほ しく

ないという繰り返しの市民の要求も応えられていません。

２ ２年 度の防 衛力 整 備計画 に給 油機 の増機 が発 表され てい まし

たが 、既 に美保 基地 は 当初３ 機配 備だ ったの が６ 機と増 機が 決ま



り、 その 配備も 途中 な のに美 保基 地に 追加配 備す るとは 驚き でし

た。まさに美保基地の攻撃基地化が進められています。

Ｋ Ｃ－ ４６Ａ の任 務 と役割 、地 元へ の影響 につ いて米 子市 はど

う認識しているのか、米子市長に見解を求めます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 御指 摘の ＫＣ －４６ Ａで ござい ます が、

これ は戦 闘機、 輸送 機 などの 航空 機に 対しま して の空中 給油 を行

うこ とで 防空任 務の 支 援を行 うと とも に、大 量の 物資・ 人員 輸送

を行 う最 新の空 中給 油 輸送機 であ ると 認識を して ござい ます 。既

に現 状と いたし まし て ４機が 美保 基地 へ配備 され 、飛行 訓練 、空

中給油訓練が行われている状況でございます。

本 市と いたし まし て は、Ｋ Ｃ－ ４６ Ａの配 備、 運用に 際し まし

て、 住民 生活に 支障 を 来さぬ よう 安全 運航に 万全 を期す るよ う、

重ねて申入れを行っているところであります。以上であります。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 お 答え い ただき まし たけ ど、経 緯を 述べら れた だけ

の答弁だったというふうに思います。

こ の最 新鋭の 空中 給 油機が 狭い 日本 を守る ため に１０ 機も 要る

んだ ろう か、な ぜ美 保 基地な んで すか という 問題 なんで す。 現在、

小松 基地 には旧 型の Ｋ Ｃ－７ ６７ 、４ 機があ りま すけれ ども 、こ

れ日 本の 機種し か扱 え ないも ので す。 一方で 、日 本で唯 一米 軍の

オス プレ イや戦 闘機 に も給油 可能 で、 防衛局 は米 軍機の 空中 給油

も全 く排 除され るも の ではな いと 述べ るなど 、米 軍との 共同 作戦

の可 能性 を認め てい ま す。日 本防 衛の ためで なく 、米軍 との 一体

化で 海外 での戦 争に 使 うため の任 務と 役割を 持っ ている ので す。



中国、朝鮮半島を刺激することになるのではないでしょうか。

そ れに 、１２ 月、 給 油訓練 再開 の説 明でも 、パ ネルの 不具 合に

起因 する 事故は 原因 究 明が結 局で きず 、パイ ロッ トの未 熟さ みた

いな こと で緊急 対応 マ ニュア ルを つく るだけ で、 しかも 運航 には

影響 がな いとし つつ も 、新た な懸 念事 項が分 かっ たのに 、事 故機

を含 めて 機体回 収が 行 われな いま ま訓 練を再 開し たので す。 本当

に考えられないことだというふうに思います。

そ こで 、今回 新た に ４機を 取得 する 費用は 幾ら なのか 、ま た格

納庫 等、 現在の 基地 を 拡張す るた めの 用地買 収を する必 要が ある

のではないかと思いますが伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、４ 機の 取得費 用で ござい ます が、

防衛 省の 令和７ 年度 予 算案に おき まし ては、 ４機 の取得 費と いた

しまして 2,２３１億円が計上されてございます。

も う一 つの格 納庫 等 のお話 につ きま しては 、現 段階で 具体 的な

話は伺っていないところでございます。以上です。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 ４ 機で 2,２ ３ １ 億 円 、 米 子 市 の 特 別 会 計 も 含 め た総

予算 のお よそ２ 年分 だ なとい うふ うに 思いま した 。２０ ２５ 年度

国家 予算 の中小 企業 対 策費 1,６ ９ ５ 億 円 よ り 多 い ん で す 。 そ れ だ

けの 税金 がこの ４機 に 投入さ れる とい う、こ の現 実も考 えて いた

だきたいと思います。

そ して 、おっ しゃ い ました けれ ども 、基地 拡張 も当然 視野 に入

って いる のでは ない か という ふう に思 います 。県 は米子 市、 境港

市の 意見 を踏ま えて 回 答する とし てい ますが 、米 子市意 見を どの



ように把握する考えなのか伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 意見 の把 握で ござい ます が、ま ずは 基地

周辺 地域 の住民 の代 表 でもご ざい ます 米子飛 行場 周辺地 域振 興協

議会 に説 明を行 う予 定 として ござ いま す。３ 月１ １日を 予定 して

ござ いま す。ま た、 市 民の代 表で もご ざいま す市 議会に も説 明を

行う こと として おり ま して、 今会 期中 に基地 問題 等調査 特別 委員

会の 開催 をお願 いを い たしま して 、そ の席上 で防 衛当局 から 具体

的な 説明 を行う 予定 と いたし てご ざい ます。 その 際、御 意見 も伺

いたいというふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 地 域振 興 協議会 と米 子市 議会の 特別 委員会 の意 見を

聞く とい うこと で、 こ れで米 子市 の意 見を把 握し たとい うこ とに

なる んで しょう か。 境 港市は 住民 説明 会を時 間帯 を超え て１ ４日、

１５ 日と ２日間 にわ た って別 途実 施す るそう なん ですけ ど、 米子

市が 住民 説明会 を求 め れば防 衛局 は開 催する とい うふう に思 いま

す。 なぜ 米子市 は住 民 説明会 を開 こう としな いの か、答 弁を お願

いします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 新た な航 空機 の配備 です とか様 々な 情報

を入 手し た際に は、 議 会にま ずは 御報 告いた しま す。ま た、 米子

飛行 場周 辺地域 振興 協 議会の 委員 の皆 様方に も情 報提供 を今 まで

して まい りまし た。 今 回も同 様に 、ま ずは議 会へ の御報 告と 併せ

まし て米 子飛行 場周 辺 地域振 興協 議会 への情 報提 供を行 うこ とが

基本であるというふうに考えてございます。以上です。



○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 基 本は そ うかも しれ ませ んけれ ども 、これ まで ３機、

６機 と来 たわけ です 。 これ１ ０機 とい ったら 、当 初の３ 倍以 上で

すよ 。こ ういう もの が 美保基 地に 配備 される とい う現実 を見 れば、

当然 市民 の意見 は聞 く べきだ とい うふ うに思 いま す。こ れ元 がボ

ーイ ング 機なの で、 こ の１０ 機の 燃料 だけで も大 変なも のだ と思

いま すし 、Ｃ２ もあ り ます。 です から 、燃料 タン クがど のく らい

の大 きさ か分か りま せ んけれ ども 、そ ういう もの のリス クは 大変

深ま ると 、大き くな る と思い ます 。そ れに、 空か ら見れ ば、 米子

市も 境港 市も狭 い範 囲 で限ら れた 振興 協議会 の範 囲だけ では ない

とい うふ うに思 うん で すね。 やっ ぱり ここは 米子 市民の 意見 を聞

く必要があると思います。

Ｋ Ｃ－ ４６Ａ は、 中 国や朝 鮮半 島を にらん だ軍 事作戦 にと って

必要 不可 欠な兵 器だ と 言って 過言 では ありま せん 。住民 への 丁寧

な説 明も なしに 米子 市 意見を つけ るこ とは許 され ません 。中 国四

国防 衛局 に米子 市内 で の住民 説明 会を 求める こと 、でき なけ れば

配備そのものを中止するよう求めて、次の質問に移ります。

次、２番目には、暮らしの安心と生活の確保のために。

ま ず、 加齢性 難聴 者 の補聴 器購 入・ 調整補 助の 早期実 現を 求め

て質 問い たしま す。 米 子市議 会で は、 聴覚障 がい 者に配 慮し た情

報保 障の 取組で 、難 聴 者、聞 こえ に不 安のあ る方 にも議 会傍 聴に

出か けて もらお うと 、 議場字 幕表 示モ ニター の設 置等、 現在 検討

して いる ところ です が 、適切 な補 聴器 を装着 する ことは 高齢 者の

日常 生活 の質を 高め る 大切な ツー ルだ と思い ます 。高齢 難聴 者へ

の補 聴器 購入補 助に つ いて、 既に 他会 派から 質問 や要望 も出 てお



り、 私自 身も２ ０２ ３ 年の１ ２月 議会 で質問 や、 また会 派の 市政

要望 を重 ねたと ころ 、 こんな 回答 が返 ってき まし た。他 自治 体や

専門 職等 に対し て情 報 収集等 を行 った 結果を 踏ま え、ま ずは 経済

的な 支援 よりも 補聴 器 に関す る正 しい 知識の 普及 啓発な ど、 補聴

器の 適切 な使用 につ な がる取 組に つい て優先 的に 取り組 んで いる

と回 答が ありま した 。 他の実 施自 治体 、専門 職等 にはど のよ うな

調査、情報収集されたのか伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 調査、 情報 収集 の内容 につ いてで ござ いま

すが 、境 港市で 今年 度 から実 施を され ており ます 聞こえ の相 談会

の内 容及 び実施 状況 や 難聴高 齢者 の早 期発見 、早 期介入 に関 する

事業 を実 施する その 他 の自治 体の 取組 につき まし て情報 収集 をす

ると とも に、山 陰言 語 聴覚士 協会 に効 果的な 補聴 器の装 用に 向け

たポイント等に関する聞き取りを行ったところでございます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 既 に実 施 してい る境 港市 や言語 聴覚 士協会 など で聞

き取 りを された とい う ことで すが 、普 及啓発 、補 聴器の 適切 な使

用につながる取組を具体的に示していただきたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 具体的 な取 組の 内容に つき まして は、 現在

加齢 性難 聴の早 期発 見 、早期 介入 の取 組とし まし て、聞 こえ のセ

ルフ チェ ック表 の活 用 による 簡単 な聞 こえの チェ ックや 耳鼻 咽喉

科へ の紹 介を行 って い るとこ ろで ござ います 。ま た、各 公民 館で

開催 しま す介護 予防 講 座のメ ニュ ーの 一つに 令和 ７年度 から 聞こ

えに つい ての項 目を 加 えまし て、 補聴 器を含 めた 聞こえ に関 する



知識の普及啓発に取り組んでいくこととしております。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 こ のこ と 自体は どん どん 進めて いか れたら いい とい

うふ うに 思うん です が 、この 補助 制度 ですね 、こ れを実 施す ると

なる と、 他の自 治体 並 みの事 業費 から 米子市 の事 業費の 概算 が分

かる と思 います が、 財 政負担 はど のく らいに なる と想定 して おら

れるのかお尋ねします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 財政負 担の お尋 ねでご ざい ますが 、鳥 取県

内に おき まして も複 数 の市町 村が 加齢 性難聴 者へ の補聴 器の 購入

補助 を実 施され てい る という こと は承 知をし てる ところ でご ざい

まし て、 市町村 にお き まして 実施 され ている 補助 対象で すと か助

成額 等の 状況が 異な っ ており ます ので 、設定 する 条件に よっ て規

模は 異な ってき ます の で、こ こで お示 しする こと はでき ない と考

えております。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 皆 さん の ほうに お手 元に 資料を 用意 してお りま すが、

全国 でも 県内で も、 ２ ０２３ 年、 ２０ ２４年 と実 施自治 体が 急増

しま した 。資料 を御 覧 くださ い。 全国 年金者 組合 が行っ た調 査で、

補助 制度 を実施 して い る全国 ３７ ２自 治体の 中か ら、鳥 取県 内の

実施 して いる自 治体 を 表にい たし まし た。こ の表 にある よう に、

いろ いろ な設置 条件 が 変わる ので とい うこと もな かなか 財政 負担

のほ うは 示せな いと い うよう なこ とで したけ れど も、こ の表 にあ

るよ うに 、ほぼ 同様 な 制度の つく りだ という ふう に思い ます 。ち

なみ に、 ２００ ５年 １ 月末の 人口 ３万 2,４ ６ １ 人 の 境 港 市 で は 、



制度 開始 ３年目 の今 年 、７５ 人分 で事 業費は ２２ ５万円 。こ の境

港市 並み にする と、 人 口１４ 万 3,９ ０ ３ 人 の 米 子 市 で は 4.４ 倍 の

人 口 が あ る と し て 、 こ れ の ３ ３０ 人分 として 年間 ９９０ 万円 あれ

ばこ の補 聴器、 他市 町 村並み に実 施で きると いう ことな んで す。

私は、これはできない額ではないと思います。

ま ずは という こと で すが、 経済 的支 援以外 の取 組の期 間を どの

くらいに考えてるのかお尋ねします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 先ほど も申 し上 げまし たと おり、 現在 、聞

こえ のセ ルフチ ェッ ク ですと か、 来年 度から は介 護予防 講座 等の

中で の項 目とし て実 施 する予 定と して おりま すの で、そ のよ うな

実施状況を見ながら考えてまいりたいと考えております。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 今 月３ 日 、松江 市で 難聴 や人工 内耳 を学ぶ 市民 公開

講座 が開 かれた と新 聞 報道が あり まし た。御 覧に なった 方も ある

と思 いま す。講 師の 耳 鼻科の 院長 は、 ７５歳 以上 の約半 数が 聞こ

えづ らさ を感じ てい る とデー タを 紹介 。加齢 性難 聴を放 置す れば

危険 察知 能力が 低下 し たりコ ミュ ニケ ーショ ンが うまく 取れ なか

った りし て鬱状 態に な るおそ れが ある 、早め の対 応と適 切な サポ

ートが必要だと述べておられました。

市 民の 要望の 多い 補 助制度 であ り、 補聴器 が必 要だと 考え る市

民は 、既 に医療 機関 に 出向き 、補 聴器 の購入 を検 討して る場 合も

多い と思 います 。実 際 にいざ 購入 しよ うとす ると 高いの で、 なぜ

米子 市は 補助制 度が な いのか とい う声 もよく お聞 きしま す。 普及

啓発 や講 座など と同 時 進行で 実施 する 考えは ない のかお 尋ね しま



す。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 繰り返 しの 答弁 にはな りま すけれ ども 、先

ほど 来か らお話 をし て おりま すセ ルフ チェッ クや 介護予 防講 座の

取組 を行 うこと とし て おりま すの で、 現時点 で同 時進行 で本 市独

自の 補助 制度を 実施 す ること は考 えて いない とこ ろでご ざい ます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 厚 労省 で は、介 護保 険保 険者努 力支 援交付 金の 目的

の中 の認 知症総 合支 援 取組状 況に 、２ ０２５ 年度 から新 たに 認知

症の 総合 支援の 一つ と して、 難聴 高齢 者の早 期発 見、早 期介 入等

の取 組の 評価指 標を 取 り入れ たと いう ことで す。 この交 付金 使え

るん です 。要介 護の 改 善や高 齢者 の社 会参加 など の目的 で、 難聴

高齢 者の 早期対 応や 普 及啓発 など 推進 的に取 り組 んでる 自治 体に

対し交付金を充てるともしています。

こ の国 の交付 金は 、 補聴器 購入 だけ でなく 、定 期的な 調整 費用

や補 聴器 による 社会 参 加率の 調査 費用 にも使 える という こと です。

こう いう 交付金 を使 っ て実施 に踏 み切 っては どう でしょ うか 、市

長の 決断 を再度 求め ま すが、 どう でし ょう。 市長 に答弁 をお 願い

します。

○岡田議長 市長、よろしいですか。

塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 繰り返 しの 答弁 になり ます けれど も、 来年

度か らの 講座の 実施 で すとか 、そ うい った中 で講 座に参 加さ れた

方で すと かそう いっ た ところ の御 意見 も聞き なが ら、現 時点 では

補聴器助成というところは考えていないところでございます。



○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 ぜ ひ実 施 に踏み 切っ てい ただき たい ですね 。重 ねて

要望しておきます。

次 に、 暮らし の安 心 と生活 の確 保の ための ２番 目に、 障が い者

サポ ート 体制の 強化 に ついて 質問 いた します 。自 公政権 が訪 問介

護報 酬の 基本方 針を ２ ０２４ 年４ 月か ら２％ から ３％を カッ トし

たあ おり で、鳥 取県 内 でも訪 問介 護事 業所の 閉鎖 が起こ って いま

す。 事業 所がな くな っ た町村 もあ りま す。米 子市 内では 、訪 問介

護事 業所 の閉鎖 が２ 年 間で２ か所 あっ たとい うこ とです 。障 がい

者ヘ ルパ ー事業 所の 閉 鎖はな いと いう ことで すが 、いず れも 運営

が厳しいというのが実態です。

重 度身 体障が いの あ るＡさ んは 、家 族介護 がで きなく なっ たた

め、 全面 的な生 活サ ポ ートを 受け てま す。通 常、 朝７時 から 夜１

０時 半ま で、ヘ ルパ ー のサポ ート をつ なぎ合 わせ て社会 参加 もさ

れて いま す。し かし 、 支援を して いる 介護事 業者 が夜１ ０時 ３０

分か ら１ １時ま での サ ポート がで きな くなっ たと いうこ とで 、大

変困 って おられ ます 。 夜の３ ０分 の時 間は寝 る前 の薬や トイ レ介

助の 時間 であり 、こ の 時間が なく なる と夜、 食事 などの ７時 から

９時 の間 に全て を済 ま せて強 制的 に車 椅子か らベ ッドに 移り 、９

時に 就寝 という こと に なり、 翌朝 ７時 まで大 体１ ０時間 ヘル パー

が来 ない という 状況 で す。生 活の スタ イルが 狂う と、体 調管 理に

も影響します。

一 番大 きな理 由は 、 人材が 確保 でき ないと いう ことで す。 報酬

が低 く、 事業所 の運 営 が厳し い。 無理 が生じ てい るとい うこ とで

す。 相談 支援員 さん も なかな か対 応が 難しい ケー スです が、 この



よう な障 がい者 の日 常 のニー ズと 課題 をどう 捉え ている のか 伺い

ます。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 障がい のあ る方 が在宅 で日 常生活 を送 るた

めに はそ の方の 生活 に 寄り添 った 形で 必要な 支援 を受け るこ とが

大切 であ ると考 えて お ります 。し かし ながら 、ヘ ルパー をは じめ

とす る福 祉人材 の確 保 が難し い中 で、 在宅で の利 用ニー ズの うち

特に 夜間 や早朝 につ き まして は御 希望 どおり に受 けるこ とが でき

ない 実態 がある とい う ことは 承知 をし ている とこ ろでご ざい ます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 米 子市 障 がい者 支援 プラ ン２０ ２４ の冒頭 では 、国

の法 改正 の動向 や米 子 市での 障が いの ある人 の実 態やニ ーズ 、施

策の 課題 を踏ま えな が ら、障 がい のあ る人が 住み 慣れた 地域 で安

心し て暮 らすこ との で きる共 生社 会の 実現に 向け て取り 組む とし

てい ます 。まさ にこ の プラン を一 歩で も二歩 でも 進めて いた だき

たい と思 います 。米 子 市のよ うな ある 程度人 口の 多い自 治体 では

急に 家族 からの 介護 が できな くな った 、訪問 ヘル パーの 手当 てが

でき なく なった など と いうと きに 、例 えば医 療の 輪番制 のよ うな

緊急 の場 合、社 会福 祉 協議会 など 半公 的機関 や公 的機関 に対 応す

る部 署を 設ける こと が 必要な ので はな いかと 考え ますが 、ど うで

しょう。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 緊急時 の在 宅生 活を支 える ための 体制 とい

たし まし ては、 本市 に おきま して は、 現在、 障が いのあ る方 の重

度化 や高 齢化、 親亡 き 後を見 据え 、障 がいの ある 方が地 域で 安心



して 暮ら してい ける よ う地域 生活 支援 拠点等 の整 備に取 り組 んで

いる とこ ろでご ざい ま す。そ の中 で、 ふだん 介助 してお られ る御

家族 の入 院など 緊急 事 態が生 じた 場合 には短 期入 所など のサ ービ

スが 利用 できる よう 、 事業者 と連 携し て対応 する 体制を 整備 して

いるところでございます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 そ の地 域 生活支 援拠 点等 の事業 で、 入所し なく ても

訪問 サー ビスが 受け ら れる体 制を ぜひ 考えて いた だきた いと 思い

ます 。ま た、経 営困 難 で事業 所が なく なれば 、ま だ在宅 で暮 らせ

る人 が暮 らせな くな り ます。 事業 者へ のやは り公 的支援 が必 要だ

とい うふ うに思 いま す 。米子 市と して 緊急機 関の 設置な ど必 要な

手だ てを 取りな がら 、 国に報 酬の 引上 げなど 、繰 り返し 求め るべ

きだと思いますが、どうでしょう。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 国に対 して の報 酬の引 上げ を求め るべ きと

のお 尋ね でござ いま す が、本 市で は全 国市長 会な どあら ゆる 機会

を通 じま して、 居宅 介 護など の障 がい 福祉サ ービ スの報 酬単 価の

引上 げを 要望し てき て おりま して 、引 き続き 国に 求めて いく こと

としております。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 分 かり ま した。 ぜひ お願 いしま す。 また、 障が い者

の支 援サ ービス に関 わ る手続 なん です けれど も、 精神障 がい の場

合、 障が いの等 級が 変 わりや すい こと もあり 、診 断書の 取得 が２

年ご とに 求めら れま す 。しか し、 本人 の自覚 がな いまま 、入 院中

に障 害者 手帳の 更新 漏 れの事 例も 発生 してい ます 。この よう な更



新漏 れを 出さな いた め には決 まっ た担 当者を 置き 、登録 名簿 を複

数で管理すべきだと考えますが、どうでしょう。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 精神手 帳の 更新 漏れへ の対 応につ いて でご

ざい ます が、現 在、 精 神障害 者保 健福 祉手帳 の所 持者や 有効 期間

など の情 報はシ ステ ム で管理 をし てい るとこ ろで ござい ます 。更

新に 係る 個別の 御案 内 は送っ ては おり ません けれ ども、 窓口 で手

帳を 交付 する際 や併 せ て利用 され るこ とが多 い自 立支援 医療 の手

続の 際に は窓口 で手 帳 の更新 につ いて も説明 をし ている とこ ろで

ございます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 シ ステ ム 化され てる って いうこ とな ので、 なお のこ

と、 期限 内に更 新手 続 がされ てる か、 チェッ クが 私は容 易じ ゃな

いか なと いうふ うに 思 います 。そ う数 は多く ない と思い ます 。ア

ウト リー チ型っ てよ く 言われ ます が、 これも その 一つだ と思 いま

す。 手続 のまだ の人 へ の案内 をす るよ う、引 き続 きこれ は要 望し

ておきたいと思います。

次 に、 偽装請 負防 止 と委託 業務 上の 事故の 取扱 いにつ いて です。

私 は、 １２月 議会 で 、米子 市立 保育 所内で 給食 調理業 務の 委託

事業 者の 調理員 が複 数 の保育 士か ら指 示を受 けて 、園児 の見 守り

の最 中に 転倒、 骨折 し たこと 、米 子市 が鳥取 労働 局の指 導を 受け

て、 偽装 になら ない た めの研 修を 行っ たこと など 質問で 取り 上げ

まし た。 当事者 の調 理 員は大 腿骨 骨折 により 障が いが残 り、 退職

を余儀なくされました。

そ こで お尋ね しま す 。米子 市で は、 建設関 係の 発注工 事で 事故



が発 生し た場合 、事 故 調査委 員会 等、 ルール 化さ れてい ると 聞い

てお りま す。し かし 、 今回の 役務 上の 事故の 場合 はそう いう 調査

は一 切な く、米 子市 の 安全管 理義 務も 問題と され ず、調 理員 個人

の責 任と して扱 って い ますが 、建 設関 係の発 注工 事以外 の役 務上

の事 故の 原因究 明と 再 発防止 のた めの ルール 化が 必要で はな いか

と考えますが、どうでしょう。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 発 注 工事以 外の 案件 につき まし ても、 万が 一、

事故 が発 生した 場合 は 当然に 事業 者に おいて 事故 の事実 確認 を行

った 上で 速やか に原 因 究明を 行い 、再 発防止 策を 講じる こと とし

てお りま して、 併せ て 市にも 報告 を受 けるこ とと してお りま す。

今回 の事 故の件 では 当 事者で あり ます 調理員 の方 は委託 業者 によ

る調 査を 経て、 労災 認 定を受 ける に至 ったと 認識 してお りま して、

雇用 主で ありま す委 託 業者に おい て適 切に対 応さ れたも のと 考え

ておるところでございます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 事 故現 場 は調理 場で なく 、園行 事の 見守り 中に 発生

した のに 、米子 市は 原 因究明 も再 発防 止策も 受注 事業者 任せ で、

事業者から報告を受けたということは分かりました。

そ れで 、事故 後、 受 託事業 者、 ある いは米 子市 で他の 保育 園の

調理 業務 を請け 負っ て いる企 業も あり ますが 、ど のよう な話 合い

をさ れた のか、 受注 契 約書は 書き 換え られた のか 、また 今回 の事

故は 契約 内容が 曖昧 に なって いた こと が一因 とな ったと も考 えま

す。 事故 後に行 われ た 偽装に なら ない ための 研修 でも複 数の 保育

士か ら様 々な質 問も 寄 せられ まし た。 偽装請 負が 疑われ るよ うな



事象を発生させないよう、契約書の変更をされたのか伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 受注 契約 書の 書き換 えに ついて でご ざい

ます が、 園行事 への 調 理員の 参加 につ きまし ては 市と委 託業 者が

双方 で同 意いた しま し た委託 業務 内容 に基づ く食 育への 協力 の一

環と いた しまし て、 委 託業者 の指 示に より参 加し たもの であ り、

従来 から 食育と は関 係 ない園 の行 事に 調理員 は参 加して いな いた

め、この箇所については契約書の書換えはしておりません。

ま た、 偽装請 負を 発 生させ ない ため の契約 書の 変更に つい てで

ござ いま すが、 本市 公 立園の 保育 士を 対象に 実施 いたし まし たい

わゆ る偽 装請負 にな ら ないた めの 研修 の外部 講師 に契約 書の 記載

内容 の精 査を依 頼し ま した結 果、 園児 の見守 りに 関する 指示 の有

無に 関係 なく、 偽装 請 負のお それ があ る事象 を発 生させ ない よう

にす る観 点から 契約 内 容が曖 昧で あり 、明確 でな いとの 指摘 を受

けた 箇所 につき まし て は契約 書の 一部 の変更 を行 ったと ころ でご

ざいます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 通 告し て いませ んが 、最 後のほ うの 契約内 容が 曖昧

であ り、 明確で ない と の指摘 を受 けた 箇所の 変更 を行っ たと いう

のはどのような変更をされたのか、お答えください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 曖昧 でな い、 の一部 を変 更した とこ ろっ

てい うと ころで すが 、 まず最 初に 、契 約書の 項目 の中で 、「 甲は、

業務 従事 者に対 し直 接 指示を 行っ ては ならな い。 ただし 、本 契約

に定 める ところ によ り 甲が乙 に対 して 行うも のを 除く。 」と いう



とこ ろの 最後の とこ ろ の「た だし 」か ら「本 契約 に定め ると ころ

によ り甲 が乙に 対し て 行うも のを 除く 。」と いう ところ が曖 昧な

ところなので、契約内容より削除するところでございます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 今 回、 保 育関係 者で 行っ た偽装 請負 になら ない ため

の研 修の 一番の 肝は 園 児の見 守り につ いてで す。 研修の 際、 保育

園で の行 事のた めに 調 理員に 園児 の見 守りを 依頼 しても いい です

かと いう 質問に 、職 員 研修を 行っ た一 般社団 法人 日本Ｂ ＰＯ 協会

は委 託業 務以外 の事 故 につい ては 発注 者であ る米 子市か ら直 接委

託業 者の 労働者 、調 理 員に作 業を 依頼 するこ とは できな いと 回答

して いま す。で すか ら 、その こと は契 約変更 に記 述すべ きだ とい

うふ うに 思いま す。 園 行事の 見守 りは 委託業 務内 容に基 づく 食育

への 協力 の一環 では な いわけ です から 、食育 とは 全く関 係の ない

園行 事に 調理員 が参 加 した事 例で すか ら、契 約変 更が必 要で はあ

りま せん か、そ この と ころ確 認し たい と思い ます が、答 弁を 求め

ます。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 この 食育 への 協力へ の一 環では ない とい

うと ころ なんで すが 、 食育へ の協 力と して園 のほ うは見 守り をお

願い して おりま すの で 、その 辺に 関し ては委 託業 務契約 書の ほう

の変更はしておりません。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 研 修で も 園児の 見守 りは そもそ も公 務員が 実施 すべ

き業 務と して民 間委 託 不可と した 業務 と厳し く指 摘され てい るん

です 。私 、鳥取 労働 局 に確認 した とこ ろ、園 児の 見守り を食 育の



一環 とし て委託 側と 受 託側と で双 方が 合意し たと しても 、そ れは

調理 業務 の請負 では な く、派 遣労 働に なるっ て、 その行 為は 、言

われ るん ですよ 。で す から、 園行 事に 園児の 見守 りを調 理員 に依

頼し たら いけな いん で すよ。 ここ はし っかり 認識 してい ただ きた

いと いう ふうに 思い ま す。後 で鳥 取労 働局に しっ かり確 認し てく

ださい。

米 子市 の業務 委託 は 多岐に わた り、 約 1,５ ０ ０ 件 と お 聞 き し ま

し た が 、 偽 装 請 負 に な らない ため の研 修はど の範 囲で、 どの 頻度

です るの か。ま た、 委 託側、 受注 側双 方の共 通認 識が大 事だ と考

えま すが 、業務 委託 先 への対 応は どの ように され ている のか お尋

ねします。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 偽 装 請負の 防止 につ いての 研修 は、担 当職 員を

対象 に契 約事務 に関 す る研修 内容 の中 で毎年 行っ ており ます 。そ

れに 加え まして 、適 宜 、偽装 請負 の防 止、法 令遵 守の徹 底に つい

ての 啓発 を全職 員に 掲 示板な どを 活用 しまし て、 行って いる とこ

ろでございます。

委 託業 務先へ の対 応 といた しま して は、契 約締 結に伴 う協 議の

中で 、担 当課と 受託 先 の双方 で仕 様書 などの 内容 を十分 確認 する

よう努めているところでございます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 そ のや り 方では 何か 上の 者同士 が確 認する って いう

感じ で、 やっぱ り現 場 のこと をも うち ょっと 考え ていた だき たい

と思 いま す。あ らゆ る 業務委 託で 、例 えば人 事異 動があ った り、

業者 が交 代して も偽 装 請負に なら ない よう、 ぜひ 双方が 共通 認識



を持てるように対応してほしいというふうに思います。

昨 年、 偽装請 負に な らない ため の研 修を受 けら れて、 その まと

めが ある んです けれ ど も、本 日の まと めとし て、 偽装請 負に なら

ない ため に適正 な請 負 の理解 を深 める 、適正 な請 負につ いて 保育

園側 でな く、受 託事 業 者、業 務従 事者 の方々 にも 理解を 深め ても

らう よう 周知徹 底を 図 る、そ れか ら請 負労働 者へ の直接 指揮 命令

はＮ Ｇ、 作業の 内容 、 範囲、 役割 等を 改めて 把握 する、 これ と、

それ から 委託業 務、 現 場の実 態の 点検 とあり ます 。委託 業務 が作

業現 場な どで適 正に 行 われて いる か、 自主点 検表 に基づ き定 期的

に確 認を 行い、 問題 が 見つか った 場合 は速や かに 是正、 改善 の措

置を 講じ る、担 当者 へ のヒア リン グも 効果的 であ り、並 行し て行

う、 そし て節度 を持 っ たコミ ュニ ケー ション の実 施、委 託事 業者

との 連携 は不可 欠で す から、 日々 のコ ミュニ ケー ション は欠 かせ

ない 重要 な要素 であ る と。し かし 、関 係性の 近さ から結 果的 に偽

装請 負に つなが る可 能 性も出 てく るか ら、そ こら 辺のリ スク をし

っか り踏 まえて 、節 度 を持っ たコ ミュ ニケー ショ ンに心 がけ なさ

いと 、こ ういう こと を 言われ てる のに 、先ほ どの 総務部 長の おっ

しゃ り方 ではち ょっ と こんな こと が徹 底でき るの かなと いう ふう

に私 は不 信感が あり ま す。調 理員 さん も調理 以外 にもや っぱ り子

ども を思 うから こそ こ うして あげ たい ってい う気 持ちが 出て くる

んで すよ 。だか ら、 そ うなら ない よう にここ はし っかり と対 応す

るこ とが 必要だ と思 い ますし 、ほ かの 契約の 現場 ででも やっ ぱり

担当 者、 やる人 が替 わ るわけ です よ、 どんど ん。 そうい う、 発注

側も 替わ るし、 受注 側 も替わ って いく と。だ から 、ここ をど うす

るの かな ってい うこ と を私は 思い ます けれど も、 研修の 在り 方、



共通 認識 のつく り方 っ ていう こと につ いて再 度、 やっぱ りこ れ、

対応を深めていただきたいと思いますが、どうでしょうか。

○岡田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 議 員 さんお っし ゃり ますと おり 、担当 者が 替わ

る、 そう いった こと は 当然あ り得 る話 だと思 って おりま す。 そこ

は、 通常 の業務 でも 同 じです けど も、 しっか りと 引き継 ぐ、 これ

はも う当 然のこ とだ と いうふ うに 思っ ており ます 。この 件に 関し

まし ては 、引き 続き 法 令が遵 守で きる ように それ ぞれの 担当 者も

含め て、 それと 受託 先 の業者 さん のほ うとも 含め てお互 いに 共通

認識 を持 ちなが ら対 応 してい くこ とが 必要だ と思 ってお りま すし、

引き 続き それに はし っ かりと 努め てい きたい とい うふう に考 えて

おります。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 ぜ ひそ う いうふ うに して いただ きた いと思 いま すけ

ど、 この 問題、 最後 に 、どう して も私 、気に なる んです よね 。双

方が 同意 したら いい じ ゃない かっ てい うよう な話 があり まし たけ

ど、 園行 事の調 理員 の 見守り の参 加、 これは 駄目 ですよ って いう

こと を認 識をさ れた か どうか って いう 点につ いて 、部長 、市 長、

お答えいただきたいと思いますが。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 先ほ どの 錦織 議員さ んの 言われ たこ とに

関し てで すが、 見守 り という とこ ろは 食育の 一環 という こと で言

って おり ますの で、 そ の辺で 曖昧 な対 応とい うこ とはい けま せん

ので 、そ の辺は きっ ち り保育 士の ほう にも指 導を してい って おり

ます。



○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 だ から 、 いけな いっ て言 ってる んで すよ。 食育 の一

環と して 幅広に 双方 が 合意し たら いい ってい う問 題じゃ ない んで

す。 それ すると 派遣 労 働にな るっ て言 ってる んで すよ。 そこ のと

ころ を、 ちょっ と今 日 はあん まり ここ で論戦 して もしよ うが ない

と思 うん ですけ ど、 認 識をや っぱ り改 めてい ただ きたい とい うふ

うに 思い ます。 もう 一 回研修 を受 けて いただ きた いとい うふ うに

思います。

最 後に 、同和 対策 事 業の個 人給 付的 事業の 廃止 を求め て質 問し

たいと思います。

米 子市 は、国 が２ ０ ０２年 に同 和事 業を終 結し てから １４ 年が

経過 した ２０１ ６年 ３ 月に開 かれ た米 子市同 和対 策審議 会に 同和

対策 事業 に係る 個人 給 付的事 業の 見直 しにつ いて 諮問し まし た。

個人 給付 的事業 は３ つ あり、 進学 奨励 金、特 定新 規学卒 者就 職支

度金 、固 定資産 税の 減 免です が、 見直 しの必 要性 がある と考 えた

理由について、まず伺います。

○岡田議長 萩原人権政策監。

○萩 原人 権政策 監 個 人給付 的事 業の 見直し の理 由につ いて でご

ざい ます が、２ ０１ ６ 年、平 成２ ８年 ３月に 、本 市同和 対策 審議

会に おい て、見 直し の 理由を 同和 対策 事業に 係る 法の終 了か ら１

４年 が経 過して おり 、 対象地 域を 取り 巻く生 活環 境等は おお むね

改善 され てきて いる こ と、ま た近 隣市 町村の 状況 を見て も同 和対

策事 業に 係る個 人給 付 的事業 を廃 止し ている 自治 体が多 く見 受け

られることであると説明しております。

○岡田議長 錦織議員。



○錦 織議 員 見 直し 理 由は同 対法 の終 了と対 象地 域と周 辺の 生活

環境 等格 差はお おむ ね 改善し てき たと いうこ とや 近隣市 町村 では

個人 給付 的事業 を廃 止 してい ると いう 、そう いう 自治体 が多 いと

いうことでした。

今 、山 陰両県 の市 で 同和対 策事 業に 係る個 人給 付を残 して いる

のは 米子 市だけ です 。 ２０１ ６年 の審 議会で は実 態調査 の要 望な

ども 出て いまし たが 、 その後 、２ ０１ ８年３ 月ま での２ 年間 は同

和対 策審 議会は 開か れ ておら ず、 ２０ １８年 にな って、 ３月 の審

議会 でこ の諮問 の取 下 げをし まし たが 、市長 が諮 問した 事案 が取

下げ とな ったと いう 例 はあま り記 憶に ありま せん 。なぜ 取り 下げ

なければならなかったのか、その理由について伺います。

○岡田議長 萩原人権政策監。

○萩 原人 権政策 監 諮 問を取 り下 げた 理由に つい てでご ざい ます

が、 個人 給付的 事業 の 方向性 につ いて 関係団 体と 意見交 換を 重ね

る中 で今 後も協 議を 行 ってい くこ とに ついて 共通 認識が 得ら れた

ことから、質問を取り下げたものでございます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 ２ ０１ ８ 年に取 り下 げた という こと ですが 、同 和対

策事 業に 係る個 人給 付 的事業 の見 直し 方針は 継続 し、今 後も 協議

を行 って いくと いう ふ うに共 通認 識を 得たと あり ますが 、こ の見

直しは進んだのでしょうか、どうでしょう。

○岡田議長 萩原人権政策監。

○萩 原人 権政策 監 見 直しの 進み につ いてで ござ います が、 関係

団体 と協 議の上 、特 定 新規学 卒者 就職 支度金 は平 成３０ 年度 で廃

止し 、同 和対策 進学 奨 励金は 令和 元年 度で新 規募 集を終 了し 、令



和４ 年度 で廃止 いた し ました 。固 定資 産税の 減免 につき まし ては、

引き 続き 関係団 体と 意 見交換 の中 で協 議を行 うこ ととし てお りま

す。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 見 直し は この間 、就 職支 度金や 進学 奨励金 がそ れぞ

れ廃 止さ れたと いう こ とです が、 固定 資産税 の減 免だけ が継 続さ

れて いま す。固 定資 産 税の減 免は 、課 税標準 額に より減 免率 が違

いま すが 、１０ から ４ 2.５ ％ の 減 免 が そ れ ぞ れ 行 わ れ て い ま す 。

２０ １９ 年度か ら２ ０ ２４年 度の 固定 資産税 の減 免のそ れぞ れの

減免総額を伺います。

○岡田議長 萩原人権政策監。

○萩 原人 権政策 監 ２ ０１９ 年度 、令 和元年 度か ら２０ ２４ 年度、

令和 ６年 度のそ れぞ れ の固定 資産 税減 免総額 でご ざいま すが 、令

和元 年度 は３２ １万 ５ ３５円 、令 和２ 年度は ３２ ０万 8,２ ７ ９ 円、

令 和 ３ 年 度 は ３ １ ２ 万 5,６ ３ ４ 円 、 令 和 ４ 年 度 は ３ ２ ８ 万 ５ １ １

円、 令和 ５年度 は３ ２ ５万 4,７ ３ ９ 円 、 令 和 ６ 年 度 は ３ ２ ３ 万 2,

９８４円でございます。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 お 聞き し ました ら、 大体 、年間 総額 で３２ ０万 円余

だということです。

そ れで 、当初 、見 直 し計画 を提 案さ れたと きは 初年度 から 減免

率に ３分 の２、 次年 度 が３分 の１ を掛 け、３ 年目 には制 度を 廃止

とい う、 そうい う段 階 的に減 免率 を減 らすと いう 方針で 提案 され

たわ けで すけれ ども 、 同和対 策に 限定 した個 人給 付的事 業、 固定

資産 税の 減免は 段階 を 追って 廃止 方針 を今こ そ決 断すべ きだ と考



えますが、市長、どうでしょう。

○岡田議長 萩原人権政策監。

○萩 原人 権政策 監 同 和対策 事業 に係 る個人 給付 的事業 につ いて

は見 直し を行う とい う 方針を 立て てお りまし て、 その方 針に 変更

はご ざい ません 。固 定 資産税 の減 免に つきま して は、引 き続 き関

係団 体と 意見交 換を 行 い、見 直し に向 けた協 議を 重ねる こと とし

ております。

○岡田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 引 き続 き 見直し に向 けて 意見交 換、 協議を 行う とい

うこ とで したけ ども 、 通常で すと 、米 子市の 固定 資産税 の減 免は

現在 、生 活保護 世帯 と 災害と かに 被災 された 方で すね、 そう いっ

た方 に限 定して 行わ れ ていま す。 国が 同和事 業を 終結し てか ら２

３年 、四 半世紀 間近 で す。個 人給 付は 受けた くな いとい うこ とで、

対象 地域 でも受 けて お られな い方 もい らっし ゃい ます。 米子 市だ

けが 個人 給付的 事業 を 続ける 理由 はな く、か えっ てこれ は差 別解

消に 逆行 するも ので あ り、一 日も 早く 廃止を する よう求 めて 、以

上で質問を終わります。


